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研究成果の概要（和文）：気候変動対策や生物多様性保全、森林保全に関する持続可能な開発目標（SDGs）達成
のための科学・政策インターフェース（SPI）に関する課題を明らかにした。特に様々な社会的課題に対処しな
がら、人間の幸福と生物多様性の便益をもたらす幅広い対策を指す「自然を基盤とした解決策」を中心に、気候
変動と生物多様性に関する政策・科学的プロセスの変遷を分析し、気候変動対策と生物多様性保全を両立する政
策と科学の関係性を明らかにした。2015年以降は気候変動と生物多様性に加えて、持続可能な開発を実現するた
めの社会システム変革を含むより幅広いガバナンスの課題に対応する科学と政策との関係性を考える必要性が示
された。

研究成果の概要（英文）：This study identified the challenges related to the science-policy interface
 (SPI) for achieving the Sustainable Development Goals (SDGs) on climate change action, biodiversity
 conservation, and forest conservation. We analyzed the evolution of policy and scientific processes
 related to climate change and biodiversity, focusing on "nature-based solutions," which refer to a 
wide range of measures that benefit human well-being and biodiversity while addressing various 
societal challenges. This study indicated the need to consider the relationship between science and 
policy that addresses not only climate change and biodiversity loss but also broader governance 
challenges, including societal system transformation to achieve sustainable development, after 2015.

研究分野： 国際関係論

キーワード： 気候変動　生物多様性　科学・政策インターフェース　持続可能な開発目標　ガバナンス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的な意義は、SDGsの達成に向けたSPIを考える上で重要だが、まだ研究が乏しい複合的なSDGsの目標達成の
視点から、森林を含む自然を基盤とした解決策を事例にSPIについて研究をした点である。SDGs達成に求められ
る目標横断的な科学と政策間の関係について、自然を基盤とした解決策を事例に、国際・国内（先進国・途上国
両方）の制度や行為主体の関係性を分析し、SPIの分析に分野横断、国際・国内、先進国・途上国のリンクとい
う新たな視点を提供し、環境分野のSPI研究発展に貢献した。社会的意義は、環境分野のSPI構築や国際的な科学
的アセスメント（IPCC他）のあり方の議論にも示唆を与えた点である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

 2015 年の国連持続可能な開発サミットで、2030 年までの環境・経済・社会的側面を含み、全

ての国に適用される 17の持続可能な開発目標（SDGs）が採択された。SDGs 達成には、SDGs 達成

の効果を高める、科学－政策間の知の共有など、科学的知見を政策決定に活用するためのプロセ

ス「科学・政策インターフェース（SPI）」の構築が求められている。国連科学諮問委員会は、強

い SPI が SDGs 達成に貢献すること、SDGs 達成に科学の貢献の最大化が必要であることを表明し

ている。SDGs 達成のための政策・制度作りには、多様な科学的知見の活用が求められており、

SDGs 達成の効果を高める SPI の構築が不可欠である。SDGs 達成においては、各目標の達成とい

う視点だけでなく、多様な目標間で横断的に問題を解決することが必須である。その代表的な例

が、SDGs 目標 15に含まれる「持続可能な森林管理」である。森林分野の対策は、同目標下の生

物多様性保全などのターゲットだけでなく、目標 6（水資源管理）、目標 7（クリーンエネルギ

ー）、目標 13（気候変動対策）などの環境目標と関係している。さらに、途上国では、目標 1（貧

困削減）、目標 2（飢餓ゼロ）などの開発目標とも強く関係する。 

 しかし、SDGs に関連する SPI の研究は、限定的である。持続可能な開発や環境分野における

SPI に関する主要な既存研究では、気候変動や生物多様性分野が注目され、気候変動に関する政

府間パネル（IPCC）や生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム

（IPBES）の SPI に対する役割や効果に焦点が当てられた研究が見られる（Minx, J.C. et al. 

2017, Environ Sci Policy; Tinch, R. et al. 2018, Biodivers Conserv）。特に気候変動分野

では、SPI のあり方について活発に議論されてきた（Lacey, J. et al., 2018, Nat. Clim. 

Change）。その他の分野では、統合的な海岸管理や水資源システムの SPI の研究や、各国の事例

研究（ベトナムの生物多様性保全の SPI など）などが行われている。森林分野でも、林業を軸と

した森林分野の日本とスウェーデンの SPI 分析（Nagasaka, K. et al. 2016, Forest Policy 

Econ）や森林を含む土地、気候変動、生物多様性分野間の SPI を概観した研究（Thompson, I.D. 

2015, J For Res）が行われている。このように、SPI の研究上の重要性は指摘されているが、

近年注目されている複合的な SDGs 目標達成の視点からの SPI の研究は見られない。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、SDGs に広く貢献しうる最も重要な分野の一つの森林分野を事例に、（１）SPI

に関わる制度・行為主体の分析を通じて森林分野の SDGs 達成のための SPI の課題を明らかにす

ること、（２）SDGs 達成のための SPI を構築することである。さらに、SPI 研究の発展への貢献

も期待できる。本研究では、森林に関わる科学的知見創出から SDGs 達成のための知見の活用に

至るプロセスにおける、SPI に関わる国際・国内制度や行為主体の役割や影響を分析する。知識

移転に関する分析枠組みを基に新たな分析枠組みを構築し、国際・国内、先進国・途上国の視点

から、SPI 関連の制度・行為主体を分析する。 

 
３．研究の方法 

 本研究では、森林分野の科学と政策をつなぐ関連の国際・国内制度や行為主体に関するデータ

収集、SDGs 達成のための SPI を分析する枠組み・指標の構築、収集した既存の森林分野の SPI

に関わる国際・国内制度や行為主体のデータに、分析枠組みと指標を適用して、森林分野の SPI

の国際・国内制度や行為主体の課題の特定、SDGs 達成のための SPI 構築を行う。例えば、国際

制度は、国連気候変動枠組条約、生物多様性条約、国連森林フォーラムなど、行為主体は、IPCC、



IPBES、国連食糧農業機関、国際森林研究機関連合などを対象とする。 

 
４．研究成果 

 気候変動対策や生物多様性保全、森林保全に関する SDGs 達成のための SPI に関する課題を明

らかにした。特に、SDGs 達成に貢献し、気候変動枠組条約、生物多様性条約にまたがる対策と

して、また COVID-19 からのグリーンリカバリーにおいて注目されはじめた、森林分野を含む「自

然を基盤とした解決策（NbS）」に関わる制度や行為主体を中心に分析した。NbS は、気候変動や

生物多様性などの様々な社会的課題への対処しながら、人間の幸福と生物多様性の便益を同時

にもたらす幅広い対策を指す。気候変動と生物多様性に関する政策的・科学的プロセスにおける

議論の変遷を分析し、気候変動対策と生物多様性保全を両立するための政策と科学の関係性に

ついて明らかにした。 

 気候変動と生物多様性の両問題の同時解決に関する議論は、SDGs を軸とした持続可能な開発

のための 2030 アジェンダが採択された 2015 年以前は、生態系を基盤とした気候変動の緩和策

（途上国における森林減少・劣化に由来する温室効果ガス排出削減等［REDD+］など）や生態系

を基盤とした適応策を軸とした個々の対策やそれらの関連制度の課題が中心であった。そして、

2015 年以降は、図 1 に示している通り、気候変動と生物多様性の両観点に加えて、より幅広い

持続可能な開発を実現するための社会システム変革の必要性や、それに関わる様々な要素（国際

から地方までの多様な制度や政府、民間企業などの行為主体）の関係性などの幅広いガバナンス

の課題とそれに対応する科学と政策との関係性を考える必要性が示された。 

 本研究の成果は、SDGs 達成に求められる目標横断的な科学と政策間の関係について、自然を

基盤とした解決策を事例に、国際・国内（先進国・途上国両方）の制度や行為主体の関係性を分

析し、SPI の分析に分野横断、国際・国内、先進国・途上国のリンクという新たな視点を提供し、

環境分野の SPI 研究発展に貢献した。また、環境分野の SPI 構築や国際的な科学的アセスメント

（IPCC 他）のあり方の議論にも示唆を与えることができた。 

 

図１．NbS を軸とした科学と政策との関係性 

TCFD: 気候関連財務情報開示タスクフォース、TNFD：自然関連財務情報開示タスクフォース 

（出所）森田、松本.2022.環境科学会 2022 年会、森田.2023.シンポジウム「気候変動×生物多

様性から考える豊かな地域の未来」 
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